【表題】JavaSE7 新機能について

現在のJavaで開発を行う場合、JavaSE6を使用することが多いですが、2011/7/28にJavaSE7が正式リリースされました。

　追加された新機能はいつくかありますが、今回は「JSR-334」Java言語仕様の小さな拡張について解説します。

(1) 型引数の省略記法

　JavaSE5からList型、Map型などについては型指定ができるようになり、型を保障できるのは実行時バグを埋め込む可能性を減らしたと思います。

　JavaSE7では実装側の型を省略することが可能になりました。

【JavaSE6以前の場合】


【JavaSE7の場合】


【補足】

Java開発ではほとんどがEclipseを使用しており、自動変換でソースを出力しているのでそれほど有益な拡張ではありませんが、ソース1行が短くなる点はいいですね。

(2) try-with-resources構文

　JavaSE6までの開発では外部リソースを使用する場合、Open→処理→Closeと処理すると思いますが、Close処理はfinally句に記述するのが標準的です。

　JavaSE7ではClose処理を簡単に記述できることが可能です。

【JavaSE6以前の場合】


【JavaSE7の場合】


【補足】

try構文内のカッコ内で定義したリソースは自動的にCloseされます。自動的にCloseされるかどうかは「java.lang.AutoCloseable」インターフェースを実装したクラスが対象となります。

(3) 例外のマルチキャッチ

　例外のキャッチではログを出力したり、機能要件ごとにハンドリングを行いますが個別に例外をキャッチする場合は例外内で同じ処理を行うことがあると思います。

　JavaSE6以前では同一処理を行う場合は共通メソッドを呼ぶことで同じ処理を行っていましたが、JavaSE7からマルチキャッチという機能が追加されています。

【JavaSE6以前の場合】


【JavaSE7の場合】


【補足】

　「|」で例外をつなげることにより、複数例外を一つのcatch区内で処理できることとなります。

　ただし、「|」でつなげることができるのは継承関係に無い例が同士と言う条件がつきますので注意が必要です。

　例えば、FileNotFoundExceptionはIOExceptionが親に当たりますが、この2例外を「|」でつなげるとコンパイルエラーとなります。

(4) switch文の文字列対応

　JavaSE6以前ではswitch文に指定できる条件はint、char、byte、Integerなど数値系でしたがJavaSE7からは文字列を使用することが可能です。

【JavaSE6以前の場合】


【JavaSE7の場合】


【補足】

ただし、switchに指定する文字列はnullでないことを保障する必要があります。nullで判定を行うと「NullPointerException」が発生するので注意してください。

// DB処理


ResultSet rs = null;


try {


  rs = stmt.executeQuery(“select * from table”);


} finally {


  if (rs != null) {


    rs.close();


  }


  if (stmt != null) {


    stmt.close();


  }


}





// DB処理


try (Statement stmt = conn.createStatement();


     ResultSet rs = stmt.executeQuery(“select * from table”)) {


  // 処理


}











try {


// 処理


} catch (IOException ioe) {


  //処理A


} catch (NumberFormatException nfe) {


//処理A


}





try {


// 処理


} catch (IOException | NumberFormatException e) {


  //処理A


}





// コンパイルエラーとなる


String s = “abc”;


switch (s) {


 case “aaa”: 


// 処理;


   breack;


   ・・・





// 動作可能


String s = “abc”;


switch (s) {


 case “aaa”: 


// 処理;


   breack;


   ・・・





//型(List)、実装(ArrayList)共にString型を指定


List<String> list = new ArrayList<String>();








//実装(ArrayList)はString型を省略できる


List<String> list = new ArrayList<>();











